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千葉県 

・千葉県立君津特別支援学校（知的・病弱） 

・千葉県立夷隅特別支援学校（知的） 

 

1. 研究の目的 

 千葉県立夷隅特別支援学校は、実践研究を行うにあたり、初年度の平成 29年度は、キャ

リア教育に係わる各教科間の関連性や、校内における各学部間のつながり、家庭・地域や産

業現場との連携の在り方などについて検討し、小学部段階から連続したキャリア教育を推

進するための教育課程の編成や指導方法等を明らかにすることを目的とした。2 年目の平成

30 年度では、教員がキャリア教育の視点を共通理解し、キャリア教育の視点に基づいた学

習内容を校務分掌の学習指導部を中心に整理し、学校生活全体を通して実践した。また、キ

ャリア発達の視点を踏まえた指導内容や教育課程の編成について実践、整理し、事例集とし

てまとめることを目的とした。 

 平成 30 年度の夷隅特別支援学校は、「キャリアの視点に立った学校生活づくり」に焦点

を当て、「なぜ・ なんのために」「何を」「どのように」の視点で学習活動を計画したり、見

直したりすることで学習活動の充実をはかるとともに、児童生徒のキャリア発達、教員のキ

ャリア発達を目指す取組を行った。 

千葉県立君津特別支援学校は、知的障害のある児童生徒の各教科等を合わせた指導にお

いて、学習の内容・方法・評価について、単元記録表、評価表を用いて整理。単元記録表で、

各教科等を合わせた指導における各教科等の関連を明らかにし、評価表で評価の 3 観点を

基に実態把握も含めて評価し、これらを活用しながら授業改善をはかった。さらに、児童生

徒の質の高い学びに向け、単元記録表と評価表がどのように関連し、活かされたかを検証し

た。 

 

研究協力校（課程又は障害種） 

 

研究の成果 

 観点１： 

各モデル事業内、及び近隣自治体間における概念（用語）の共通理解・合意形成 
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2. 単元記録表・評価表の実践 

君津特別支援学校は、新学習指導要領

をふまえ、各教科等を合わせた指導の単

元ごとに各教科等のどのような内容が含

まれ、どのような力が身についたか分析

するため単元記録表と評価表を用いてい

る。 

各教科等を合わせた指導の単元記録表

に、3観点からの目標設定、各教科等の

内容の書き出しを全教員で行い、学習環

境を整えたり、教材・教具を開発・活用

したりした授業の実践を記録した。各教

科等を合わせた指導の評価表を作成し、

児童生徒の実態把握、変容を記録し、評

価を行った。 

単元記録表に実践を記録(児童生徒の学

習活動を記述)し、関連する各教科等を新

学習指導要領の目標・内容から書き出し

た（資料１）。新学習指導要領で示された

各教科等の目標や内容がどう関連してい

るか教員で話し合いながら、書き出して

いくことは、目標の見直し、活動内容の

見直し、各教科等を意識した児童生徒へ

の関わりや手立ての工夫につながった。

教員で話し合う機会が、目標や活動内容

の共通理解を促し、明確な目標をもって

児童生徒の支援をすることができた。 

 

 

 

 

 

 

資料１ 単元記録表の実践例 

 

 

観点２： 

教育課程・個別の指導計画の実施状況とその評価 
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各学部で児童生徒の実態や児童生徒につけたい力を教員間で確認し、評価表を作成した

（資料２）。小・中・高等部の評価表は、チェック項目が明確になることで目指す姿をイ

メージしやすく、複数の教員の目で評価をすることができた。重複障害学級は、一人ひと

りの実績に応じた評価基準を作成し、記述欄を設けたことで、様子や変容を記録すること

ができた。チェック項目で児童生徒の実態把握を行うことにより、学習環境を整えられ、

手立てを工夫した授業作りを行うことができた。また、変容を記述したり、チェック項目

を確認したりすることで、必要な支援に気づき、手立てを考え直すこともでき、これによ

り改善をはかりながら単元を進め、次単元に生かすことができた。 

 

 

資料２ 評価表票 中学部版アセスメントシート 
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3. 作業学習における個人出来高表 

 君津特別支援学校は、中学部における作業学習の単元の振り返り時に、振り返りシート

の全体出来高表と個人出来高表の両方を用意している。 

 作業学習でクラフトテープのかごを作成する際に、生徒が作成する製品数を意識できる

ように出来高表を用いた。個人の出来高表を取り入れることによって、毎日自分が切った

クラフトテープの本数が明確になり、意欲的に取り組むことができた。また、出来高表を

取り入れ、終わりの会で教師や友だちから称賛されることにより、次時の活動への意欲に

つながった。個人出来高表を活用するようになってからどの生徒も自分の目標数に向けて

集中して取り組むことができるようになっている（資料３）。 

 

資料３ クラフトテープのかごを作成する作業学習の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 3： 

個のニーズにあわせた指導法、学習環境・支援の工夫 
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4. 地域協働に向けての取組、予定 

 夷隅特別支援学校は、キャリア教育に関して、小・中・高等部を通じてのキャリア教育

年間計画を立て、特に清掃活動に関して各学部で清掃検定を実施している。また、近隣の

学校と学校間交流や居住地校交流、近隣にあるいすみ鉄道の駅周辺の清掃や美化活動な

ど、地域と連携した学習活動にも積極的に取り組んでいる。いすみ市の土着菌完熟堆肥を

活用した有機農業を推進する酒米プロジェクトへの参加では、田植え、稲刈り、酒米作り

と年間を通じた体験的な活動の中で地域の産業を知る機会となった（資料４）。自分で疑

問や課題を見つけ地域の方に積極的に質問する生徒や、働く人の姿に憧れを抱く生徒な

ど、地域と関わる中で、「やってみたい」「次はこうしたい」といった思いが育まれ、主体

的な姿へとつながった。令和元年度からは地域協働に向けての取組を行う予定であり、キ

ャリア発達を支援するため、学校の学びを地域で生かすことで学びのつながりや卒業後を

見据えた学びを行う。また、進路研修等を行うことによっても卒業後を見据えた学びにつ

いて考える予定である。 

 夷隅特別支援学校の児童生徒によって居住地校交流を行っており、小学部では夷隅小学

校、中学部では国吉中学校、高等部では大原高校との学校間交流を行っている。また、令

和元年度には中学部と高等部が国際武道大学と駅伝交流を行う予定である。 

   

資料４ 地域との交流様子 

 

観点４： 

障害のない幼児児童生徒・地域社会との交流及び共同学習の設定 
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5．外部講師による評価 

君津特別支援学校は、他県の大学や特別支援学校など、外部から講師を招いて全体研修会

や授業研究会を行っている。そこでは、各教科等を合わせた指導の授業づくりや授業の評価、

内容についての指導等が行われた。また、教育課程研究協議会でも外部から講師を招き、2

年次にあたる平成30 年度の研究の取組状況による成果と課題の評価を行った。 

 各教科等を合わせた指導において、各教科等の内容を意識した授業や評価につながって

きていることが確認された。今後は、単元記録表、評価表を活用することでどのような力を

つけたいのかという視点から、関連する各教科等の内容を精選すると共に、授業においては

主体的な学びにつながる振り返りを大事にすることを確認した。 

 

 

6．教員のキャリア発達 

 夷隅特別支援学校は、教員のキャリア発達について校長を講師として研修会を実施して

いる。「基礎的・汎用的能力」を教員自身の取組内容に当てはめて考えたことで、キャリ

ア教育への理解が深まっている。職員を対象にアンケート調査を実施しており、教員の児

童生徒への向き合い方や考え方が変容し、キャリア発達が促された結果が得られた。 

 また、教員の研修は希望研修から全体研修へとなっており、職員の意識の変化が見られ

ている。職員たちで KJ法やグループディスカッションなどを行い、児童生徒だけでなく

職員間でも授業づくりに関して主体的・対話的に学んでいった。 

 

  

観点５： 

多面的な視点からの学習評価・授業評価・学校評価の実施 

観点 6： 

新学習指導要領に対応した特色ある取組 


